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○教育書道の基礎技術の徹底修得

○古典のみに傾注することなく日本書道の ”美 ” をめざす

○書道を通じ精神の向上をはかる

○常に探求心を忘れない

○書道の楽しさを伝え導く

○仲間が挑戦する時は、ただ応援あるのみ

理　　念

◎
２
級
書
道
技
術
師
と

は
、
書
道
に
お
け
る
基

礎
技
術
の
取
得
し
て
い

る
事
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
毛
筆
の
基
本
、楷
書
・

行
書
・
草
書
を
揮
毫
出

来
る
方
。

そ
し
て
、
書
道
作
品
を

創
作
出
来
る
技
術
を
有

す
る
事
。
一
般
的
に
言

う
な
ら
ば
書
道
師
範
に

匹
敵
す
る
実
力
が
あ
る

方
で
す
。

◎
３
級
書
道
技
術
師
と

は
、
書
道
に
お
け
る
基

礎
技
術
を
習
得
し
、
幼

児
～
中
学
生
ま
で
の
生

徒
に
指
導
で
き
る
レ
ベ

ル
で
あ
る
こ
と
を
認
定

致
し
ま
す
。

◎
教
室
を
始
め
よ
う
と

さ
れ
る
方
は
是
非
と
も

認
定
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

書
道
技
術
師
と
は

　
書
道
技
術
師
の
認
定
に
つ
い
て

　

教
書 

日
本
書
道
に
お
い
て
、
一
定
の
段
位
を
取
得
さ

れ
た
方
は
、
申
請
（
無
試
験
）
に
よ
り
「
書
道
技
術
師
」

に
認
定
致
し
ま
す
。

　

２
級
書
道
技
術
師
資
格

　
　
　

毛
筆

　
　
　

硬
筆　
　
　

七
段
天　

以
上

　
　
　

か
な

　
　
　

           

実
用
書　
　
　

　
　
　

条
幅

　

３
級
書
道
技
術
師
資
格

　
　
　

毛
筆　
　
　

　
　
　

硬
筆　
　
　

五
段　
　

以
上

　
　
　

か
な

　
　
　

実
用
書　
　
　

　
　
　

条
幅

　

又
、そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
段
位
に
達
し
て
い
な
い
方
で
も
、

試
験
を
受
験
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
書
道
技
術
師
の
資
格
を

得
る
事
が
出
来
ま
す
。

　
　
　

詳
し
く
は
、
各
教
室
の
先
生
も
し
く
は
、

　
　
　
　
　
　
（
社
）
日
本
書
道
技
術
師
認
定
協
会
ま
で

｝｝ ｝｝
天
・
金　

以
上

地
・
金　

以
上



-  1  -

( 書体は自由です )

宮　

田　

天　

風　

書

（
次
号
課
題
）
柳
帶
二

輕
烟
一

澹
々
。
花
含
二

宿
雨
一

深
々
（
貢
性
之
以
下
元
）

ま
さ
に
助
け
を
入
れ
受
け
る
の
と
き
を
の
べ
、
大
い
に
天
と
共
に

長
久
に
し
て
限
り
な
き
長
寿
を
開
こ
う
と
す
る
。

將
下

宣
二

納
レ

祐
之
晨
一

。
大
啓
中

如
レ

天
之
壽
上

　

（
ま
さ
に
た
す
け
を
い
る
る
の
し
ん
を
の
べ
、
お
お
い
に
て
ん
の
ご
と
き
じ
ゅ
を
ひ
ら
か
ん
と
す)

・
◎
は
墨
付
け
の
個
所
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

・
文
字
の
一
つ
一
つ
の
形
に
変
化
を
つ
け
て
下
さ
い
。

・
一
行
目
、
二
行
目
の
文
字
が
揃
わ
な
い
よ
う
に
。

（
王
起
元
）

・
上
下
の
余
白
は
下
の
方
が
少
し
大
き
く
。

・
落
款
は
一
行
目
よ
り
少
し
上
に
。

◎

◎

◎

　　提出期限 2 月 28 日
条幅　参考手本
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宮　

田　

天　

風　

書

（楷書）（草書）

（行書）

時
雍
表
二

昌
運
一
　

（
岑
文
本
）　

（
と
き
や
わ
ら
ぎ
し
ょ
う
う
ん
を
あ
ら
わ
す
）

時
和
ぎ
て
事
な
く
隆
盛
な
運
を
あ
ら
わ
す
の
で
あ
る

（
次
号
課
題
）　

非
レ

德
莫
レ

如
レ

勤

時
…

雍
…

表
…

昌
…

運
…

　　提出期限 2 月 28 日
一般（準初段以上）　毛筆課題参考手本
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宮　

田　

天　

風　

書

（楷書）（草書）

（行書）

　

罔
談
彼
短
（
ぼ
う
だ
ん
ひ
た
ん
）          

※
こ
の
参
考
手
本
は
一
級
以
下
の
方
の
課
題
で
あ
る
為

　

な
る
べ
く
難
し
い
漢
字
の
使
用
を
避
け
て
、
出
題
し
て
い
ま
す
。

罔
…

談
…

短
…

彼
…

他
人
の
短
所
は
話
さ
な
い

　提出期限 2 月 28 日
一般（１級以下）　毛筆課題参考手本
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（
次
号
課
題
）　

鳥
語
花
香
（
春
の
風
物
や
情
景
の
こ
と
。
鳥
の
鳴
き
声
と
花
の
香
り
の
意
か
ら
）

宮　田　葉　風　書

◎　　　　　筆の動きに気をつけましょう。

気
韻
生
動
（
芸
術
作
品
に
気
高
い
風
格
や
気
品
が
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
）

学年を書いて提出してください

　提出期限 2 月 28 日
高校生　毛筆課題参考手本
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（
次
号
課
題
）　

永
久
不
変
（
い
つ
ま
で
も
、
ど
れ
だ
け
時
間
が
た
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
）

大　垣　天　秀　書

◎　　　　　　　　中心を意識して書きましょう。

春
夏
秋
冬

学年を書いて提出してください

　提出期限 2 月 28 日
中学 2・３年　毛筆課題参考手本
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（
次
号
課
題
）　

百
川
学
海
（
ど
ん
な
人
で
も
絶
え
ず
学
び
続
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
か
は
大
道
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
）

金　子　晶　風　書

◎ 　 　 　 　 　 　 下 が ら な い よ う に し ま し ょ う。

心
平
気
和
（
心
が
落
ち
着
い
て
い
て
、
争
い
を
起
こ
す
気
が
全
く
な
い
様
子
を
い
う
）

学年を書いて提出してください

提出期限 2 月 28 日
中学１年　毛筆課題参考手本



-  7  -

◎横画が多いので間
かんかく

隔に気をつけましょう。

（
次
号
課
題
）　

松
の
小
枝

若　宮　千　風　書

学年を書いて提出してください

　提出期限 2 月 28 日
小学 6 年　毛筆課題参考手本
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（
次
号
課
題
）　

柱
ど
け
い

安　達　風　心　書

◎　　　　　等
とうかんかく

間隔になるように気をつけて下さい。

学年を書いて提出してください

　提出期限 2 月 28 日
小学５年　毛筆課題参考手本
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（
次
号
課
題
）　

年
の
こ
う

鈴　木　風　江　書

◎　　　　　　　　　　　　間
かんかく

隔に注
ちゅうい

意しましょう。

学年を書いて提出してください

　　提出期限 2 月 28 日
小学４年　毛筆課題参考手本
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（
次
号
課
題
）　

古
今

乾　　　皇　水　書

◎　　　　　糸へんの右がわはそろえます。 　　　　　　空間をとりましょう。

学年を書いて提出してください

提出期限 2 月 28 日
小学３年　毛筆課題参考手本
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（
次
号
課
題
）　

子

宮　田　葉　風　書

◎　　　　　　同じすきま。 　　　　　　　　　　　　　長さに注
ちゅうい

意。

学年を書いて提出してください

　　提出期限 2 月 28 日
小学２年　毛筆課題参考手本
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（
次
号
課
題
）　

つ
り

宮　内　風　采　書

◎ 「ゆ」 と 「め」 の空
くうかん

間が埋
う

まらないようにしましょう。

学年を書いて提出してください

　　提出期限 2 月 28 日
小学１年　毛筆課題参考手本
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（
次
号
課
題
）　

つ

片　山　怜　風　書

◎ 　　　　　　　○のところをあけましょう。

学年を書いて提出してください

提出期限 2 月 28 日
幼稚園　毛筆課題参考手本
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郭
公
汝
が
鳴
く
里
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
な
を
う
と
ま
れ
ぬ
思
ふ
も
の
か
ら
（
読
人
し
ら
ず
）

（
本
と
ゝ
支
須
那
可
奈
く
佐
と
の
阿
万
多
あ
れ
ハ
な
を
う
と
ま
礼
ぬ
於
ふ
も
の
可
羅 
）

瀬　戸　玉　風　書

◎書体構成は自由です。

　提出期限 2 月 28 日
一般（準初段以上）　かな参考手本
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（
本
と
ゝ
支
須
那
可
奈
く
佐
と
の
阿
万
多
あ
れ
ハ
な
を
う
と
ま
礼
ぬ
於
ふ
も
の
可
羅 

）

郭本
と
ゝ
支
須公
汝
が可

鳴奈

く
里
の
あ
ま
た多

あ阿

れ
ばハ

な那

を
う
と
ま万

れ連

ぬ
思
ふ
も毛

の
か
ら

（
次
号
課
題
）　

  

木
伝
え
ば 

お
の
が
羽
風
に 

ち
る
花
を 

た
れ
に
お
ほ
せ
て 

こ
こ
ら
な
く
ら
ん
（
素
性
法
師
）

瀬　戸　玉　風　書

◎文字が小さくなり過ぎないように。 連綿を書けるように努力して下さいね。

提出期限 2 月 28 日
一般（１級以下） 　かな参考手本
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明
日
か
ら
は
若わ
可

菜
摘
ま
ん
と
し
め
し
野
に
昨
日
も
今
日
も
雪
は
降
り
つ川

つゝ
（
山
部
赤
人
）

（
次
号
課
題
）　

 

谷
河
の
う
ち
出
づ
る
波
も
声
立
て
つ
う
ぐ
ひ
す
さ
そ
へ
春
の
山
風
（
藤
原
家
隆
）

宮　田　天　風　書

◎硬筆と同じ課題です。 　一つ一つの形やくずしを覚えて書いて下さい。

　提出期限 2 月 28 日
高校かな　参考手本
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遠
足
の 

お
く
れ
走
り
て 

つ
な
が
り
し

　
（
次
号
課
題
）　

い
ろ
は
に
ほ
へ
と
ち
り
ぬ
る
を
わ
か
よ

小　薮　八千代　書

◎中学二・三年生の方は連綿をしっかり書いて下さい。

学年を書いて提出してください

　提出期限 2 月 28 日
中学かな　参考手本
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「
走
れ
メ
ロ
ス
」
よ
り　

太
宰
治

宮　田　鶴　聲　書

◎用紙は半紙を使用。 書体構成自由です。 　草書も可。

提出期限 2 月 28 日
実用書　参考手本
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・
鬼
は
外 

笑
う
門
に
は
福
来
る

◎用紙は半紙を使用。 書体構成自由です。

鈴　木　風　江　書

・「
節
分
」
は
「
せ
ち
分
か
れ
」
と
も
言
い
、
本
来
季
節
の
変
わ
り
目
、
す
な
わ
ち
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
日
を
指
す
言
葉
で
す
。

　

特
に
現
在
は
立
春
の
前
日
（
二
月
三
日
）
を
「
節
分
」
と
言
い
、
豆
を
ま
い
て
悪
疫
退
散
や
招
福
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

笑
顔
で
厄
を
追
い
払
い
ま
し
ょ
う
。

提出期限 2 月 28 日
創作墨書　参考手本



-  20  -

一　
　

般
（
一
級
以
下
）

中
学
二
・
三
年

住
江
の
浜
の
真
砂
を
ふ
む
た
づ
はハ

久
し
き
跡
を
と東

む
る
な
り里

け
り
（
新
古
今
和
歌
集
）

高

校

一　
　

般
（
準
初
段
以
上
）

郭本
と
ゝ
支
須公

汝那

が可

鳴
く
里佐
と

の
あ阿

ま万

た多

あ
れ
ばハ

な
を
う
と
ま万

れ礼

ぬ
思於

ふも

も毛

の能

か可

ら羅

（
読
人
し
ら
ず
）

明
日
か
ら
は
若わ
可

菜
摘
ま
ん
と
し
め
し
野
に
昨
日
も
今
日
も
雪
は
降
り
つ川

つゝ （
山
辺
赤
人
）

・
本
会
所
定
の
用
紙
を
使
用
（
高
校
以
上
は
ペ
ン
又
は
万
年
筆
を
使
用
す
る
こ
と
）　

硬
筆
参
考
手
本

・
小
学
五
年

安
達　

風
心　

書

・
高
校
・
中
学
二
・
三
年

大
垣　

天
秀　

書

・
小
学
二
年

宮
田　

葉
風　

書

・
小
学
四
年

片
山　

怜
風　

書

・
中
学
一
年

乾　
　

皇
水　

書

・
小
学
一
年

岡
畑　

竹
風　

書

・
小
学
六
年

鈴
木　

風
江　

書

・
一
般　

段
・
級

宮
田　

天
風　

書

・
小
学
三
年

若
宮　

千
風　

書

・

幼

稚

園

金
子　

晶
風　

書

郭本
と
ゝ
支
す公
汝な

が可

鳴
く
里
の
あ
ま
た多

あ阿

れ
ばハ

な那

を
う
と
ま万

れ連

ぬ
思
ふ
も
の
か
ら
（
読
人
し
ら
ず
）

　提出期限　

2 月 28 日
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中

学

一

年

小

学

六

年

小

学

五

年

小

学

四

年

小

学

三

年

小

学

二

年

小

学

一

年

幼

稚

園



雪景色

半紙に描きましょう。

※
添
削
を
ご
希
望
す
る
方
は
、
八
六
四
円
を
添
え
て
協
会
へ
郵
送
、
も
し
く
は
教
室
の
先
生
へ
お
預
け
下
さ
い
。

竹　本　仰　心　画

雪の結晶

雪の結晶は、35 種類ほどあるといわれています。

六角形、星型の樹枝、鼓型、あられ型、三角形、針形、• 砲弾型などです。

これは、雪が降る時の雲の温度や水蒸気量の違い、また地上に落ちてくるときの大気の状

態によって結晶の形が変わってくるためです。逆にいうと、雪の結晶の形からその時の大

気の状態が分かります。このことから、「雪は天から送られた手紙である」という言葉が

生まれました。
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水墨画　参考手本
　提出期限 2 月 28 日



1. 屋根の輪郭を極淡い墨で描く 2. 軒先を濃墨で描き、
   壁は薄墨で描いた後に縦横の線で描く

3. どんよりした空は淡墨一色で横に描く
　（刷毛を使ってもよい）

4. 庭、道は積もった雪の部分を残し、
　土の部分を描く

５. 乾いてから木を描いて仕上げる

渇筆によって描き、

枝の先は鹿
ロッカク

角法（鹿の角
つの

）によって描く。

【樹木の描法】
樹分四枝也といわれ、樹は四枝を分つ
まず、幹を描き、次に四方に枝を出し表現する。
四本の枝があるというのではなく、枝が四方に
出ているという意味である。

例）「樹に四方あり」

後方より左へ

手前から右側へ

左右へ

後方へ

例）
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水　墨　画

解説　宮田　葉風
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※
頒
布
代
金
は
す
べ
て
社
会
奉
仕
の
為
の
寄
付
金
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
種
団
体
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。

天
風
先
生
・
・
・

瀬
戸
先
生
・
・
・

各
先
生
の
お
手
本
頒
布
致
し
ま
す (

全
て
原
本)

２
項
・
・
・
条
幅
参
考
手
本

20
項
・
・
・
創
作
墨
書
参
考
手
本

15
・
16
項 

・
か
な
参
考
手
本　
　
　

  

◎
出
品
さ
れ
る
方

　

は
当
協
会
が
認

　

定
し
て
い
る
教

　

室
又
は
先
生
を

　

通
じ
て
出
品
し

　

て
下
さ
い
。
個

　

人
の
方
で
出
品

　

を
ご
希
望
の
方

　

は
会
員
登
録
を

　

し
て
頂
く
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

　

登
録
に
は
年
会

　

費
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。

　

一
年
間　
　
　

　
　

五
、
四
〇
〇
円

　
　

　

 

（
税
込
）

　
　
　

詳
し
く
は
事
務
局

　
　
　

田
村
ま
で

☎
〇
六
‐　
　
　

　
　

七
五
〇
〇
‐

　
　
　

三
四
八
八

　
　
　

出
　
品
　
規
　
定

◎
用
紙
サ
イ
ズ

　

・
条
幅
部
＝
小
画
仙
紙
半
切

　

・
毛
筆
部

　

・
漢
字
臨
書

　

・
実
用
書　
　
　

半
紙

　

・
創
作
墨
書

　
・
か
な
部

　

・
硬
筆
部
＝
本
会
所
用
紙
を
使
用

※
条
幅
部
、
実
用
書
部
、
他
部
準
初
段

　

以
上
は
昇
段
試
験
に
よ
り
昇
段
す
る

　

こ
と
が
で
き
る
。 ｝

お
求
め
の
方
は
、
各
教
室
の
先
生
ま
で

鈴
木
先
生
・
・
・

五
四
、〇
〇
〇
円     （
１
名
）

一
〇
、八
〇
〇
円     （
１
名
）

一
〇
、八
〇
〇
円     （
１
名
）

全
て
税
込
み

　

雅
号
と
は
、
書
家
・
文
人
・

画
家
な
ど
が
、
本
名
以
外
に
つ

け
る
風
雅
な
名
の
こ
と
で
す
。

今
日
の
習
い
事
等
に
お
い
て

は
、
師
匠
も
し
く
は
所
属
す
る

団
体
よ
り
授
与
、
命
名
さ
れ
る

の
が
慣
例
で
す
。

　

書
道
で
の
雅
号
は
、
書
家
と

し
て
の
称
号
で
、
書
活
動
の
上

で
は
、
署
名
（
落
款
）
に
は
本

名
で
は
な
く
こ
の
雅
号
を
用
い

る
の
が
通
例
で
す
。
雅
号
を
持

つ
こ
と
は
、
書
を
極
め
よ
う
と

す
る
志
の
現
れ
で
す
。
そ
し
て

書
道
を
す
る
上
で
も
、
と
て
も

励
み
に
な
り
ま
す
。

雅
号
申
請
を
ご
希
望
の
方
は
、

各
教
室
の
先
生　

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

雅
号
授
与
の
ご
希
望
の
方
へ

■
雅
号
申
請

　
　

一
件　

一
〇
八
、〇
〇
〇
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　

 

雅
号
授
与
書
一
巻
（
桐
箱
入
り
）

※
当
協
会
は
段
・
級
位
取
得
の
有
無
に
関
わ
ら
ず           

　

希
望
者
に
は
雅
号
を
授
与
し
ま
す
。

◎
段
級
位
認
定
書

　

段
級
位
認
定
書

　

を
ご
希
望
の
方

　

は
認
定
書
料
を

　

添
え
て
各
教
室

　

の
先
生
へ
お
申

　

し
込
み
下
さ
い
。

　

認
定
書　

一
科
目

　　
　
　

一
、〇
八
〇
円

　
　
　
　
　
（
税
込
）
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現
在
、
世
に
出
て
い
る
千
字
文
の
書
籍
は
芸

術
的
に
書
か
れ
た
物
か
ら
前
衛
書
道
な
ど
、
難

解
な
も
の
も
盛
ん
で
す
。
文
字
は
読
み
易
く
、

間
違
い
な
く
書
け
る
実
用
的
な
も
の
が
ほ
し
い

と
の
声
か
ら
の
書
籍
化
。

　

特
に
楷
書
体
は
重
要
な
書
類
や
、
賞
状
等
を

書
く
上
に
必
要
で
あ
り
基
本
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

是
非
、
こ
の
機
会
に
ご
購
入
下
さ
い
。

三
體
千
字
文　

宮
田
鶴
聲　

書

　
　
　
　
　
　
　

好
評
発
売
中

お
申
し
込
み
方
法
は
、
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ま
た
は
教
室
の
先
生
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
０
６
‐
７
５
０
０
‐
３
４
８
８

　
　
　
　
　

日
本
書
道
技
術
師
認
定
協
会

販
売
価
格
・
・
・
一
、八
〇
〇
円(

税
別)

●千字文とは・・・「千字文」は、王羲之が書き残
した書の中から重複しない一千文字を選び、時の
武帝が周興嗣に一篇の韻文を作らせたものと伝え
られています。

墨
庵
ア
プ
リ
を
ご
利
用
の
み
な
さ
ま
へ

　

ユ
ー
ザ
ー
登
録
は
お
済
み
で
す
か
。

　

こ
の
度
は
、
墨
庵
ア
プ
リ
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
現
在
、
墨
庵
ア
プ
リ
を
ご
利
用
頂
い
て
い

る
方
で
、
ユ
ー
ザ
ー
情
報
の
登
録
が
完
全
に
お
済
み
で

な
い
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
特
に
お
名
前
（
生
徒
氏
名
で

の
登
録
）、
教
室
名
、
会
員
種
別
が
登
録
及
び
、
正
し

く
選
択
で
き
て
い
る
こ
と
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
お
知

ら
せ
に
は
教
室
毎
に
配
信
す
る
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
が
未
選
択
で
す
と
必
要
な
お
知
ら
せ

が
届
か
な
い
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
情
報

の
登
録
は
、
ア
プ
リ
起
動
後
右
下
部
の
「
設
定
」
か
ら

入
力
で
き
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。■

ユ
ー
ザ
ー
情
報
の
登
録
は
、
ア
プ
リ
起
動
後

右
下
部
の
「
設
定
」
か
ら
入
力
で
き
ま
す
。

墨
庵
公
式
ア
プ
リ
は
裏
表
紙
、
右
下
の

【
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

墨
庵
オ
リ
ジ
ナ
ル

　
　
　

雲
平
筆
の
ご
紹
介

　

雲
平
筆
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
四
〇
〇
年
前
の

元
和
年
間
、
初
代
藤
野
雲
平
が
京
都
に
お
い
て

筆
工
を
営
業
し
特
に
有
栖
川
好
仁
親
王
の
御
用

を
承
り
ま
し
た
。
そ
の
後
正
徳
年
間
（
五
代
雲

平
）
近
衛
予
楽
院
家
熈
公
よ
り
攀
桂
堂
の
号
を

賜
り
、
近
年
で
は
昭
和
四
九
年
皇
太
子
両
殿
下

に
技
術
の
天
覧
を
賜
り
ま
し
た
。
雲
平
筆
は
天

平
筆
、
筆
龍
藤
巻
筆
、
大
師
流
筆
、
定
家
流
筆
、

上
代
様
筆
な
ど
、
和
紙
を
巻
く
巻
筆
の
技
術
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
他
に
水
筆
、
捌
筆
等
も

製
作
し
て
い
ま
す
。

　

墨
庵
で
は
雲
平
さ
ん
に
特
別
誂
え
の
筆
を
作

っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
と
て
も
書
き
や
す
く

先
生
方
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
お
求
め

の
方
は
各
教
室
先
生
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

販売価格
楷書用  6,480 円 ( 税込 )
草書用  5,400 円 ( 税込 )

天風先生も
お手本書きに
使ってます。
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第
一
回
海
外
研
修
（
二
泊
三
日
）

平
成
二
十
八
年　

十
二
月 

二
十
六
～
二
十
八
日

　

昨
年
末
、
第
一
回
海
外
研
修
で
台
湾
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
目
的
は
世
界
四
大
美
術
館
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、

故
宮
博
物
院
の
見
学
で
す
。
故
宮
博
物
院
の
あ
る
台
湾

は
人
口
二
三
〇
〇
万
人
、
面
積
は
約
三
万
六
〇
〇
〇
平

方
㎞
で
日
本
の
九
州
よ
り
す
こ
し
小
さ
く
、
人
口
密
度

は
六
五
二.

九
二
人

km2
で
日
本
の
約
二
倍
。
世
界
の
人

口
密
度
は
第
八
位
、ち
な
み
に
日
本
は
第
二
四
位
で
す
。

そ
の
人
口
の
多
さ
が
も
の
が
た
る
よ
う
に
、
台
北
市
の

町
並
み
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
と
て
も
目
立
ち
ま
し

た
。
現
地
ガ
イ
ド
の
曽
さ
ん
の
話
で
は
台
湾
で
は
不
動

産
が
高
騰
し
て
、若
者
が
住
宅
を
買
う
こ
と
が
で
き
ず
、

住
む
と
こ
ろ
が
な
く
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
私
は
買
え
な
い
の
な
ら
、
借
り
れ
ば
と
思

う
の
で
す
が
台
湾
で
は
賃
貸
住
宅
と
い
う
考
え
方
が
殆

ど
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
他

に
も
、
路
上
に
白
線
を
引
き
、
バ
イ
ク
や
車
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
国
が
設
け
、
そ
こ
に
駐
車
さ
せ
る
。
も
ち
ろ

ん
駐
車
料
金
は
係
り
の
方
が
巡
回
し
、
切
符
を
貼
り
つ

け
て
い
き
ま
す
。
バ
イ
ク
に
つ
い
て
は
、
止
め
る
方
向

が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
反
対
の
向
き
に
止
め
る
と
罰
金

だ
と
曽
さ
ん
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
台
湾
の
歴
史
、
先
住
民
の
話
、
台
湾
国
内
で

の
差
別
や
偏
見
な
ど
、
普
通
の
旅
行
で
は
聞
け
な
い
こ

と
、
逆
に
い
え
ば
そ
ん
な
こ
と
ま
で
は
観
光
客
に
は
話

さ
な
い
と
思
え
る
こ
と
を
た
く
さ
ん
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

初
日
は
、
忠
烈
祠
、
龍
山
寺
を
巡
り
ま
し
た
。
忠
烈

祠
で
は
、
衛
兵
交
代
式
を
見
学
。
軍
靴
を
鳴
ら
し
、
一

糸
乱
れ
ぬ
動
作
で
行
進
し
、
交
代
す
る
衛
兵
は
と
て
も

見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。
警
備
中
の
衛
兵
は
全
く
動
か

ず
、
ま
る
で
マ
ネ
キ
ン
で
す
。
龍
山
寺
は
台
北
最
強
の

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
お
み
く
じ
の
引
き
方
に
特
徴

が
あ
り
、赤
い
三
日
月
型
の
お
み
く
じ
（
ジ
ャ
オ
ベ
イ
）

を
振
り
、
そ
の
結
果
が
表
裏
に
な
れ
ば
、
神
様
に
お
み

く
じ
を
引
く
許
可
が
い
た
だ
け
、
さ
ら
に
も
う
一
度
、

ジ
ャ
オ
ベ
イ
を
振
り
表
裏
に
な
れ
ば
お
み
く
じ
の
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
初
日
の
研
修
は
こ
こ
で
終

わ
り
で
す
。
夕
食
会
の
前
に
は
お
土
産
屋
さ
ん
に
立
ち

寄
り
、
台
湾
の
お
茶
体
験
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
夕

食
会
で
は
、
台
湾
ロ
ー
タ
リ
ー
の
方
た
ち
が
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
り
、と
て
も
楽
し
い
夕
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

夕
食
会
の
後
は
予
定
に
な
か
っ
た
士
林
夜
市
に
も
台
湾

ロ
ー
タ
リ
ー
の
方
た
ち
に
連
れ
て
い
っ
て
頂
き
現
地
の

食
文
化
を
堪
能
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

台
湾
に
行
く
前
ま
で
は
、
台
湾
と
い
え
ば
、 SH

ARP

を
三
八
八
八
億
で
買
収
し
た
鴻
海
（
ホ
ン
ハ
イ
）
精
密

工
業
と
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ
ぐ
ら
い
し
か
事
前
情
報

が
あ
ま
り
な
く
特
に
興
味
を
引
く
も
の
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
回
の
研
修
旅
行
で
聞
い
た
こ
と
、
触
れ
た

も
の
、
見
て
き
た
も
の
と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

　

次
回
は
、
故
宮
博
物
院
や
一
〇
一
ビ
ル
そ
し
て
〝
千
と

千
尋
〟
で
お
な
じ
み
の
九
份
な
ど
、
台
湾
研
修
で
訪
れ
た

観
光
地
の
お
話
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
田
村
）

衛兵交代式龍山寺 台湾到着

夕食会 お茶体験士林夜市
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≪日本書道を応援して頂いている企業様です≫

さかきばら歯科 大阪市東住吉区照ケ丘矢田 3-1-2
☎ 06-6790-5252

オリーブ歯科 大阪府藤井寺市岡 2-7-1
☎ 072-953-6480

アップル歯科医院 大阪府堺市中区八田北町 611-14 
☎ 072-267-4182

グループ医院のご紹介

アップル谷町歯科医院 ☎ 06-6762-0513
大阪市中央区安堂寺町 2-1-10  ベルデ谷町２F

アップル歯科 ☎ 06-6707-4618
大阪市平野区瓜破西 1-6-10

訪問歯科サービス

大阪府下に 6か所のグループ院があり、
各医院の場所から半径 16km以内が訪問
可能エリアとなります。ご自宅だけでな
く、入院先の病院や介護施設などへの訪
問も可能ですのでまずはお気軽にご相談
ください。

「お口の健康を通じて

ご高齢者の健康な生活を守る」

大阪府下６ヶ所のグループ院でサポート

ホームページ
http://www.houmon-ds.info/

☎ 06-6607-0404
大阪市住吉区長居東 4-6-8

   薬と介護のことなら、「健康を真剣に考える」

http://www.mitouph.com/

薬と介護で困ったときのお問い合わせは

みとうメディカルグループまで

☎ 06-6381-5676http://www.sk-travel.jp/ 担当：来住 晋
( きし すすむ )

大阪府吹田市西御旅町 1-14

ＳＫトラベル
社員旅行、団体旅行のことから個人旅行まで

旅行のことならＳＫトラベルにお任せください！

「使える」ホームページ制作します！

1000 社以上のホームページを企画・立案しきた
WEB 解析士が本当に使えるホームページを作ります。

書道教室 墨庵 , 墨庵 kids の公式アプリはこちらの
QR コードからダウンロードできます。

☎ 0721-55-2901

サイディングプレカットと出隅のことなら

大阪府南河内郡千早赤阪村森屋 110

柿 野 歯 科 医 院
大阪市平野区平野本町 1-6-12 ☎ 06-6791-2623

☎ 0721-23-2872http://mizokawagumi.com/

土木・建築・浄化槽

トラックスケール

大阪府富田林市中野町 3-6-43

中華そば

京橋本店大阪市都島区東野田町 3-9-20 営業時間 11: 3 0 ～ 23 : 0 0　無休

アップル歯科泉佐野 大阪府泉佐野市鶴原 1506-1-10　レジデンスガラシャ 1F
☎ 072-469-0648

インターネットで日本の書道文化を世界に配信！
生徒はあの覆面レスラー！
" 教書 日本書道 " の月課題（幼児～大人）を
天風先生が直接指導！
会員サイトならではのコンテンツ動画も配信予定！
いますぐ、下のＱＲコードからご確認下さい。

Web 書 道 教 室 先生を目指す方にも見てほしい。
教える立場から学ぶ書道です。

大阪市住吉区苅田 2 丁目９番 27 号　書道会館 2F
☎ 06-7509-2775

http://www.tg-1.jp/

今ならおトク！
月額

1080 円▶540円（税込）

甲冑合戦Web 動画配信中
大迫力！
「ガチ甲冑合戦」 はこちらのＱＲコードから。
サンプル動画もあるよ。

楽しくて簡単「マジックショー」
種明かしテクニック解説付き

Webマジック講座配信中

メール会員募集中！
会員登録は無料！メール会員にご登録頂くと
毎月の有料課題解説が一部無料でご覧頂けます。


